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〔特別講演〕

母なるもの父なるもの

演者：斎藤 学（家族機能研究所）

座長：杉下 知子（東京大学）

座長：「家族観の多様化と看護職の役割jという今

学会のメインテーマは，波多野梗子学会長がこれか

らの家族看護学会のありょうを考えるために特別の

想いで設定されたものですが この特別講演の企画

もその一環としてあるものです．本日は家族機能研

究所の斎藤学先生にf母なるもの父なるものjという

テーマでご講演を頂きます．ここで斎藤先生の略歴

をご紹介させて頂きます．先生は昭和42年に慶応義

塾大学医学部をご卒業され，同医学部で助手として

勤務されました．また国立療養所久里浜病院精神科

の医長として臨床に携われ，その後昭和58年から東

京都精神医学的総合研究所の副参事として主に研究

分野でご活躍されておいでだったと伺っておりま

す．ご承知と存じますが先生は家族の役割とはどん

なものであるかという研究を多くなされ，また著書

も多く出されております．そのいくつかをご紹介さ

せて頂きますと，有斐閣から「噌癖行動と家族J，日

本評論社から「魂の家族を求めてJ，講談社からrr家
族jという名の孤独Jなどですが，その他多数の著書，

論文を執筆されておいでです．また平成7年9月よ

り家族機能研究所を設立され，その代表として多方

面にわたってご活躍中です．ご講演後にフロアから

1, 2，ご質問，ご発言を受けて下さるようお時聞を少

し残して頂だくお願いをしております．それでは斎

藤先生よろしくお願いします．

演者：杉下先生，ご丁寧なご紹介ありがとうござ

います．私の仕事は精神医学の臨床ですが，実質的に

はこの9年臨床を離れ研究に偏った生活をしてい

ます．研究所にいたのは 15年で，前半は松沢病院で

の臨床を多少残していたので臨床医といってよかっ

たのですが，後半の9年は直接患者さんと接しない

で，松沢病院の人が主た‘ったのですが看護職を含め

てスーパービジョンをやっていました．精神科の患

者きんを看ている人達が行きづまった時に，どこが

どう行きづまっているかを調べ助言，指導をします．

大概は看護職の方が家族との関係で、対応に困ってい

らっしゃるし，また世田谷区の保健婦さんたちも，家

族をめぐる問題を抱えているので，それに対する助

言，指導を行うのです．このようになったことについ

てはいくつか理由があります．森の中に入った一本

の木をやっていると全体が見えなくなっている．先

が見えないという感じがしたのでいっそのこと直接

患者を診るのを一切やめて，皆さんが困っている姿

を見させて頂くことに9年徹したのです．そうしま

したら退屈してきて， 95年9月には今度は自分勝手

にやれる場所をつくって臨床を再開しました．その

9年の聞には医者としては患者さんと会わずに一市

民として精神科的な悩みを持つ人達の集まりに助言

する．息子や娘がおかしくなったと困っている家族

の集まりの中にも入ってその集まりが散らないよう

に維持するという仕事をしていました．

もともと私は久里浜病院でアルコール依存症のお

じさんたちを診ていて，その奥さんや子どもも私の

周囲にいました．その経験からアルコール問題を考

える会（AKK）をっくりもう十数年になり，年会費を

払っている人が全国に千人以上います．この会の中

で話を聞くことがありました．しかし，家に閉じこも

っているお子さん，過食して手首を切っているお嬢

さん，お酒を飲んで暴れているおじさんはあまりそ

ういう会には来ません．その周聞にいてお回りのお

母さんや奥さんが来るのです．その人たちは大体決

まりきったパターンをとっているので，そのパター
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ンを理解してもらってちょっとパターンからはずれ

て頂くと，私が直接助言している相手の行動が変わ

り，それにつれて家族の行動も変わり，それだけで症

状が止まったりするのです．そのようなことをみて

私はおもしろいと思いましたし，家族の方は，自分自

身の行動の変化で家族の問題が改善するということ

に気づいてびっくりされました．

前から虐待児の問題に手を出し始めていました

が， 92年5月子どもの虐待に関するホットラインを

立ち上げました．実質的には2年くらい前から私の

勤め先の研究所で研究会をやっていました．以前は

保健婦さんだとか医療職の方ばかりでした．保健婦

さんたちは私の研究室にいろいろなケースを持ち込

んでいました．家族でこういう問題があり，どういう

ふうにその家族の壁を越えて介入してよいのか分か

らないという話を持ってきていました．子どもの虐

待の時も，こうした事例で，主治医に子どもを家に帰

さないで下さいとお願いしていたのに，気がついた

らもう帰宅していて，その次に訪問したときにはも

う遅過ぎたという訴えもありました．そういう幼児

の死のようなことを経験している保健婦さんがたく

さんいて，それが私を動機づけたということになり

ます．

保健婦さんたちも来ていましたが，今まではあま

り接していなかった福祉関係の人，教護院や少年施

設の人，法律家，子どもの人権110番に集まってくる

弁護士たちなどと接しました．私は久しぶりに「正

義jという言葉を聞きました．弁護士たちはよく使い

ます．「正義の実現jといったように．医療，特に精

神医療をやっているとあまり正義という言葉は使い

ません．バリアフリーというのが一つの立場で，善悪

は問わず悩みを問題にするのですから．しかしさす

がに私も，子どもと親との関係の中で正義という言

葉を聞いたら，そうだな，正義っていうのはやっぱり

あるなと思い，法律家たちの言葉がすごく新鮮でし

た．彼らは本当に論理が単純といえば単純なのです

が，犯罪というものも動機があって犯せば刑が重い．

それが精神障害その他で動機がはっきりしなくて，

人が死んでいても刑の減免が行われるなんて．犯罪

を自分の意図としたとおり意識してやる人は少ない

ですよ．大体自分が思いもしなかった状況の中で，自

分と関わる人が倒れていたり，血を流していたりし

て，自分がやっていたというのが普通の人間でして，

そんな単純さを信じていられるというのがすごく新

鮮でした．

この人達は私の足りないところをいろいろ補足し

てくれるのでそういう意味でも大切でしたね．とい

うのは当時私は，子どもを虐待する親から子どもを

離し，児童相談所などにちょっと預ってもらい，でき

ればそのまま養護施設に行かせたいと思っていたの

ですが，児童相談所の方は，ここは親と子どもの関係

を改善するための場所であり，親の意向に反して子

どもを保護するわけにはいかないといわれました．

保護できないって，そういうものかな，法律で決まっ

ているのかなと思っていましたが，後でそんなこと

は決まっていないことがわかりました．はじめて弁

護士さんたちと接したのはその問題があったからだ

と思います.rそんなことはありません．子どもが親
に虐待されて，あるいは死を白の前にしていて保護

しないとは，それこそ正義に反するJといわれ，「そ

うだ」と思いいろいろ工夫をしました．医療の限界の

中では，専門家として意見を申し上げてもうまくい

かない．市民が見ている，これがいいのです．児童相

談所には期待をしている．それはこの問題に関する

唯一の行政機関だからです．児童虐待という言葉は

使っていなかったが今後改定によって使われるよう

になるかも知れません．児童相談所は，虐待されてい

るかも知れない子どもを見た場合に国民はそれを通

報しなければならないという規定を持っている唯一

の法律，すなわち児童福祉法の行政的拠点です．だか

らここにがんばってもらうほかないし，地域住民，市

民，国民があなた方の方に期待しじっと見守ってい

ますということを伝えることが大事です．私たちは

ホットラインを設定し，そこで浮かび上がってきた

親と子の関係についての問題について私たちのでき

ることはします．私たち自身がとんでいってお話を
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聞く方がし、い場合はそうしますが，もともとある行

政的拠点である児童相談所がそのケースをどのよう

に扱うかについて，丁寧に観察させて頂いたり，また

意見をいわせて頂くということをしてきました．

そういう仕事の中でだんだん私の家族に対する見

方が変わってきました．もともとアルコール依存症

や過食症，拒食症の問題を担当していたころ，摂取に

かかわる人聞の欲望，それから発する摂取という行

為，背景にある動機づけ，異常摂取後の自己嫌悪や自

己の否定，その揚げ句に手首を切ったり自殺しよう

とする，そうした一連の行為には私は関心を持って

いました．すなわち人間の衝動とそのコントロール

に関する問題が観察の対象で，その時に見えてきた

家族イメージと，私が子どもの虐待というものに注

目するようになってから見えてきた家族のイメージ

とは本質的なところがそんなに違っているとは思え

ないのです．前半での仕事で感じていたようなこと

については私はあまり世間にものをいわなかった．

しかし後半になってから，特に法律家たちの正義の

話を聞いてから，わりに思いきっていうようになっ

た一つのことがあります．すなわち，「家族というの

は相当危なしづということです．なぜこのことがいえ

なかったのかというと，私自身怖かったのです．私自

身，家族というものはいいもので，暖かいもので，自

分を支えるものであるとしてとっておきたいという

気持ちがあったし，世間の人もそう思っているとこ

ろに，家族は危険だと敢えていうことに臆膳があっ

たので、す．でもそのことはいった方がよいと思うよ

うになり，ここ 4,5年そういっています．だから急

に危ないということに気付いたわけでもないので

す．どこがどういうふうに危なくて，それはどのよう

に修正可能かとか，あるいは本質的に危ないものな

のかとか．家族の変容とか家族の崩壊というのはよ

く聞く言葉です．私は「現代の家族の崩壊Jという言

葉は全然信じていません 家族というものは崩壊し

ていないと思うし，そう簡単に崩壊するようなもの

ではないと思っています というのは人間であるこ

とと，家族を人聞が作るということはほぼ密着して

いると思うのです．もっといえば人聞が家族を作っ

たのではなく，家族が人間を作ったのであろうと思

います．

ゴリラの生態をずっとみていられる京大霊長類研

究所の山極寿一先生にいろいろ資料を見せて頂いた

りお話を聞かせてもらったのですが，どうも家族的

な行為そのものは，チンパンジー，ゴリラのレベルヲ

あるいはオランウータンなどと人間とではそんなに

大きな違いがあるわけで、はないようです．人間の家

族はどちらかというと一番人間に近いチンパンジー

に似ているらしい．これは母子関係を中心にした家

族ですが，母子相互作用は人間とほとんど変わらな

いようです．

数百万年前に森からサバンナに変わった地域があ

って，多分この連中がサバンナに下りた時，木登りの

姿勢から三足歩行へと発展したというドラマがあっ

たのでしょう．三足歩行ができるということは歩く

範囲がずっと増える．サバンナは森のようにそこら

の葉つばを食べればよいような状態ではなかったの

で，遠くまで歩いて食べ物を採取しその場では食べ

ず，待っている家族のもとに持って帰る．人間とチン

パンジーを分けたのはこの点ですね．これは一言で

いえば利他主義，他人のためにする行動です．何を考

えてホミノイド（類人動物）の一頭が，違う場所で待

っているもののために戻ったのかというところか

ら，家族の起源みたいなものを考えるのが今のとこ

ろ一番妥当みたいですね．待っているものが， L、たわ

けで，それは自分の子どもた、ったり，子どもの母親だ

ったりする時に，父親というものの成立があるので

しょう．家族というものはもともとこの利他主義的

行動の強化されたというか，誇張された形なんでし

ょう．そういえば卵をねらいに来た動物に襲いかか

る母烏なんていうのも利他主義的行動をとっていま

す．自分をおとりにして卵を守るということもやり

ますからね．人間の場合はこれを長期にわたってず

っと続けていくという特徴があり，動物のある時期

に現れるようなプログラム化された利他主義的行動

とは別の，もっと必然ではなくて偶発に左右された
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ような利他主義的行動がとても見立つわけです．こ

のことを「愛」といってもよいのでしょう． 「愛jと

いう言葉は私は日常使いませんがいったい何でしょ

うか．利他主義的な行動というだけではちょっと広

すぎて，自分以外のあるものに対する関心とか，注目

とか，その人が何か困っている時にちょっと手を出

す，口出しをする．実際にはこの口出しが思春期の子

どもたちなどをすごく悩ませているのですが．でも

やっぱり口を出したくなる．そしておまえが可愛い

いんだよ，おまえが関心の対象なんだよということ

を相手に知らせる．相手にしてみれば，そのケアを与

える対象から，自分が承認されている，見えているん

だなということがわかる．こういったことの相対が

f愛」だと思うのです．そういう話の中で，今起きて

いる家族問題というものを見直す必要があると数年

前から考えるようになりました．

どうも家族というものが最初から成立しているよ

うな我々の先祖がいたのではないかと思います．

DNAでたどれるのは数十万年前までらしいのです

が，もっと前，数百万年単位のホミノイドたちにもす

でに家族があったのではないかと思うのです．なぜ

かというと，そういう安全な環境がなければ人間の

ような難産が続く動物がDNAを下の世代に残せる

わけがない，無理があるのです．人間は骨盤の容量を

越えてしまうようなぎりぎりのところで，十カ月で

出産します．このように，出産すること自体に無理の

ある動物なんてほとんどいませんからね．有蹄類な

んかと比べてみるといいですよ．ポコポコ産んで，そ

の赤ちゃんの背中をお母さんがなめると脊椎の刺激

でヒユツと立ち上がるのです．有蹄類は神経の発達

がし、L、からお母さんが逃げる時に一緒について歩け

ます．体外に出ればすぐ逃げられるようになるので

す．人間の赤ちゃんはぐにゃぐにやです．猿の赤ちゃ

んならお母さんの手に捕まって逃げられるのに，人

聞の赤ちゃんはそれもできません．人間の赤ちゃん

は明らかに生理的早産が起こっていて，本当はあと

十カ月くらいおなかにいるべきものがいられないで

出ちゃっているわけです．周囲に守る人がいなけれ

ば絶対に育たない．つまり人間の赤ちゃんはそうい

うことを前提として産まれてくるのです．それで人

間の脳はぎりぎりまで大きくなれたのでしょう．こ

れ以上大きくなったら母体も懐れるから後世に人類

は残らなくなってしまいます．人間が生まれるやり

方は革命的であるのですが，神の仕組みを革命的と

し、うのは倣慢ないい方ですが，すごい発想だと思い

ます．残りの十カ月は外でというのですから．インキ

ユベーターは母親自身に作らせたんです．それは何

かというと母親の左腕と胸のつくる空間で，この中

に赤ちゃんを入れるのです．赤ちゃんは子宮の中で

聞いていたドツキンドツキンというサウンドを耳に

し，子宮的環境をそこで維持するのです．そして赤ち

ゃんの口がお母さんの乳頭を含む時，子宮から外に

出てはじめての子宮的な完壁に近い形をつくりま

す．つまり晴乳をする．口を介してお母さんと再融合

するわけです．サウンドを耳から聞いてお母さんの

温かい腕の中に包まれるのです．ところが子宮の中

と違ってお母さんは口の穴から離れていきます．お

やおや離れちゃった，そして口の穴が残る．口の穴と

L、うのを私は欠損と呼んでいますが，そこにおっぱ

いが入ると充足し，離れてしまうと口の穴という欠

損が生じます．この口の穴を充足させようというこ

とをめぐって赤ちゃんはさまざまな精神活動を始め

なくてはなりません．赤ちゃんが眠ればお母さんが

おっぱL、を離す．晴乳による一定の充足が導く眠り

が訪れるのです．これをプライマルスリープといい

ます．プライマルスリープというのは産科の先生が

使うのではなく精神分析の先生が使うことばです．

充足して眠ってしまうような感じですね．しかし充

足されないまま離されたら残った口の穴は何を求め

るか，ここにいろんなものを入れることで一時の慰

めを得ます．例えば指しゃぶりでは指の先からミル

クは出てきませんから用途としては不十分ですが一

時の慰めにはなります．それからアデイクション（噌

癖）が始まるのです．指しゃぶりで赤ちゃんは何を考

えているかといえば，自分の充足を空想しているわ

けで，この空想によって自分が充足していた時の快
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感記憶，痕跡を求めます．それがあたかも充足してい

るかのように感じるというファンタジーの働きがな

ければ我々はとても生き残れないのです．その充足

を求める叫びと音，そして充足してないのだが充足

しているかのように思うファンタジー，この二つを

武器に私たちは言葉を獲得したり，思いをふくらま

せ空想するという作業，すなわち人間によく発達し

た作業を営むようになります．ですから精神活動の

もとはこの欠損です．私たちはこの穴の中にいろん

なものを詰め込もうとしてあがいて，いつも欠損を

感じフラストレーションを持っているのです．この

欲求不満をどうやって充足しょうかということを抱

えながら生きていって，最後にぼけておめでたくな

ればまたファンタジーの世界に戻れます．しかしぽ

けないうちはいつも苦悩の中にいるのです．それが

人というものです．もう一部屋あればいいとか一回

り大きい家に住みたいとか，今の亭主より一回りす

てきな人と一緒になりたいとか思いつつ暮らすのが

人生です．そういう中で暮らす親の仕事というもの

を考えるのが今日の私の話です．

親は子育てに際して利他主義的な行為が必須で，

それには3つあります.1つは抱くこと， 2つめに限

界を決めて子どもに欲求不満を起こさせること， 3

つめは子どもを離すことです．この頃私のところに

乳児雑誌がいっぱい送られてくるのですが，時々目

を通すとやっぱり抱くことですね．ほとんどに抱く

ことをめぐって書かれている．赤ちゃん，幼児という

のは本当に愛くるしいという感じを持たせるように

創つでありますね．ずるいっていうほどうまくでき

ている．まず小さいことです．小さいものを見ると

我々は保育したくなります．東京からの車中で小さ

い子どもを見ながら来たのですが，実にそのしぐさ

からなにから大人の心を誘惑し，くすぐるようにで

きていますね．そういう小さい子が一人ぼっちで泣

いていれば，どうしたのかと抱いたりなんかしたく

なります．晴乳類の幼体というのはみんなモコモコ，

ムクムクし，丸い形をして抱っこされやすくなって

います．また抱き上げようとするとうまい具合にひ

ぎを曲げたりして，た、っこちゃんみたいな形をとっ

てひっつくようにできているんです．そうでないと

自閉症児みたいにいやに抱っこしづらい．抱っこす

る方が重いという感じを受けるようであればなにか

欠陥があるわけです．もともと小さい子どもには親

や大人たちを魅惑する能力があって，それによって

うまいことケアが受けられるようにできている．し

かしすでに問題があってケアを受けにくいような，

受ける基本動作ができないような子どもがし、たとし

たら，そのことをよく認識し，それを前提としたケア

をしなければならないということから始まるわけで

す．

ところで比較行動学の人からいわせれば晴乳動物

はみんな致命的な欠陥を抱えているのだそうです．

体内で保育されて，母体のおできみたいなものが外

に出て，また母体となっていくわけです．一種の腫虜

でしょ．悪性腫虜と違って一応系統的な発達をする

から人間の形をしていますが，おできにすぎないか

ら分離します．分離すればほとんど自分なのですが，

子どもからみればおっぱいが他人のものなんで全然

信じられないでしょう．自分の欲求に即して出てく

る付属器官，自分の一部みたいに思っているでしょ

う．ところが8カ月， l年となると母子は分離してい

るという認識が芽生え，セバレーションの驚きが生

じます．そこでセバレーションクライというのが起

こるわけです．夜泣き，知恵熱とかいろいろな反応を

起こしてくるわけですが， 8カ月から l歳くらいで

はまだ完全には認識ができていないのではないでし

ょうか．つくづくこれは別ものだと思い，こうなれば

母親と少し対決してやろうとか，ちょっと愛でくす

ぐってやろうとか，あるいは怒らそうなどと考えて

交渉するようになるのは2歳前後からではないでし

ょうか． トイレツトトレーニングの始まるころでし

ょう．いずれにしても晴乳類の幼体は母親にあまり

にも依存し過ぎたため，分離，別離ということに対し

て大変脆弱なものになってしまったのです．私は欠

損ということをいいましたが，私たちは母親が離れ

るということをめぐってすごい苦痛で一生を送りま
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すその母なるものが最初は乳頭，乳房そのものた、っ

たのが，だんだん母体となり，母になります．またい

ろいろなものが母なるものに移行します．母校だと

か，母なる故郷だとか無限に広がっていくわけです．

母だ，母だといいながら，母なんかどうでもいいとい

うところにはおめでたくなるという，そういうルー

トを経ていくわけです．おめでたくなくて召される

時は，母は召してくれ，魂を抱擁してくれるようなも

のと認識されるのです．

し、ずれにしてもセバレーションに弱い．このセバ

レーションに弱L、というのが晴乳類である人間の母

にもありましてう母も子と別れる時にセバレーシヨ

ンクライするわけです．セパレーションの苦痛に耐

えなくてはならない．これが私たちの家族生活の中

のいろいろな問題を起こすのです．また動物の話に

なって申し訳ないのですが，アカゲザルのレベルで

いうとセパレーションクライは2つの層に別れるそ

うです.1つの層はプロテストのクライ．お母さんが

抱っこしているアカゲザルを離す時によって反応が

違うというのです．離して隔離するとギヤーギャー

というわけですが，そのいい方が時期によって違い

ます．強引に分けた直後は動きが大きく多動になり

声が高く，叫ぴ声は遠くまで届くようにします．しか

し，そのうちに動きが止まります．後90日ぐらいで

離したサルの子では数週後にはほとんどが動かなく

なってしまいます．呼んでも叫んでも親が来ないと

なると，動きが止まってきて抑うつ状態になるので

す．これが2つ目の層で，デスペアの層と呼びます．

デスペアの層に来たものを群れに戻す場合，やり方

次第では普通の生活ができるようになります．これ

も生後90日ぐらいだと戻りやすいのですが， l年前

後になって離した子ども，これは人間でいうと 3,4 

歳になるのだそうですが，これを群れに戻すのは非

常に難しい．隔離した時の心の傷跡，トラウマといい

ますが，これを修復することができません．そしてデ

スペアという，声が出なくて沈みがちなサルになっ

たまま群れで暮らしということになりやすいので

す これを治療するのに一番よいものにセラピスト

ザルというのがし、るのだそうです そのセラピスト

ザルとは何かというと，その幼体よりもっと小さい

アカゲ、ザルなんだそうです．自分よりも小さいサル

と一緒にさせてから群れに戻すと，わりに復帰しや

すいといいます．これを発見した人がその小さいサ

ルのことをセラピストザlレといったのです．

セバレーションクライは晴乳類全般にみられ，こ

れは心理的な問題というよりむしろ生理的な問題で

はないかと思います．母親から強制的に離される場

合，その欠損を修復するために脳内にはL、ろいろな

動機づけが起こるのです．例えば緊張して周囲の検

索に入るので，猫がねずみを捕ろうとしている時の

ように交感神経優位の状態になって，少なくとも交

感神経のレセプターがL、つも興奮状態にあって過ご

している．当然そのようなサルがよく眠れるわけが

ありません．我々でもクライシスに入った時はいつ

も興奮しているわけでゆっくり眠れるわけではな

い．小さい時にそういう思いをして， l歳未満のアカ

ゲザル，人間に翻訳すると 3,4歳ですが， 3,4歳の

時に深刻な別離とかそれに近い経験をした人が交感

神経優位の状態なしで過ごせるわけがない その後

も癒しのプロセスなしで社会生活にどんどん入って

いった時には，ちょっとしたきっかけですぐ別離の

不安とか痛みにさらされやすくなります．そういう

人は思春期以後の大人の生活の中でちょっとみる

と，ちょっとしたことで怯えやすく，分離のようなこ

とにすぐ情動的不安をおぼえてぐたつとなってしま

いますなにか憂欝ぽい人になります．このような人

たちをつかまえて心理的問題があるといって精神療

法をやっているだけではやっぱりうまくいかない．

どうしても交感神経の興奮状態を静めるような処置

が必要でしょう．特に多幸期にある抗議しやすい人．

「やだ．やだ，私から分離しないでjという人，この

人たちの方が絶望している人よりも処置しやすいの

です．とはいうものの抗議する人というのもけっこ

う厄介です．なにかあってもれ、やJ,r移動はし、やJ,
「ここ気に入ったから動かなLリとかね．しかしおね

だり，すなわちデイマンドのできることはとても必
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要なことなんです．「そうですか，皆さんがそうお考

えなら，さようならjという人よりデイマンドのでき

る人の方がいいのです．柔順な人は「さようならjと

いって転勤先で、寝込んで、いたりするので．そういう

三つのタイプがあるのです．皆さんはデイマンドが

どれだけできますか．自分の危機に際して抗議と多

動性がありうしかも叫びの声が高いというのが大事

なことだと思います．あまり状況に流されて柔順だ

と精神医学的にみて健康的とはし、えないように思っ

ています．

先程の話に戻ると，欲求不満を埋めることを通し

て人間は発達するということをわきまえた親が，今

度は「それはしてはだめJという限界を設定していく

という仕事をする．当然子どもは親にデイマンドし

てきて親との間に対決が起こります．この対決をめ

ぐるドラマが展開できないような親は，親をやって

し、ない．だから親の第二の機能はリミットセツテイ

ングといってもよい．息子と母親との関係を考える

と， 10歳前後になると体力的には逆転しますから，

その時に父親に「あなたの出番よJということにな

る．父親の方はそれまでは「お金だけ持ってきてくれ

ればいいわJ, 「なるべく家にいないでjというよう

にされていて，その掲げ句に急に出番といわれでも

困るでしょう．第一段階のホウルデイングのところ

から父親にもどんどん役割を持ってもらう．「おふろ

に入れるのはあなたの仕事jというようにね．父親と

しても子育てのようなおもしろいことを母親に独占

させておくことはない．父親もすべきであり，できる

ということを介して日本の男を変えていかなくては

ならないと思うのです．日本の男は言語機能に乏し

い．昨日の橋本首相の談話なんかを聞いていても，情

緒的な言葉を使おうとしているんだけれど，ほとん

ど使えない．あれは赤ちゃんをみていないからです

よ．赤ちゃんをみていると赤ちゃんのうめきや叫び＼

決して言葉ではありませんが，それを言葉として解

釈し，母親が言葉を投げかけるという母子相互作用

の中の先取り言語によって子どもは言語を習得して

し、くのです．これは，いわゆるオフィスで使う「コ

ピーをとってきてJというようなオーダー言語と違

って，情動言語として私は分けています．これを日本

の男が使えないのですが，それは子育てから隔離さ

れてしまっているからだと思うのです．また女性の

側に父親の育児は邪魔になるとか，能率が悪いとか，

危ないとかいって遠ざける心理がないだろうか．反

省した方がよいと思います．

最後の子別れの部分というのは親の三つの機能の

中でも一番大事です．というのはそのことの前提と

して申し上げたセバレーションの問題をお考え頂け

ればおわかりと思います．親の側がどれだけセバ

レーションに耐える心の状態を持ち合わせているか

が問われる時に，例えば夫を人間として諦めている

ようなお母さんにとっては子どもからのセバレーシ

ヨンはとてもつらいでしょう．子どもがいなければ

また亭主の方に振り向けると思っている人の方が子

別れが簡単にできる．夫婦関係はここで大変大事に

なってきます．セバレーションができれば親の三機

能は終わってしまうのです．

さて先程の誕生をめぐる 4つの層ですが，第一の

層は生理的出産，すなわち本来の誕生です．運動神経

系，随意筋の発達が進みハイハイから立ち上がれる

までになります．そして第三の誕生となります．これ

が有蹄類の誕生の段階です．第三の段階というのは

15歳から 25歳，人によっては45歳とかいくつまで

でもよいのですが，この誕生をめぐって私たちは今

いろいろな問題を抱えているのです．神戸の小学生

殺人事件，金属パット事件などは第三の誕生をめぐ

る葛藤に由来します．親からの分類をめぐって家に

寵る子どもが親に対して罪悪感を感じる時には，相

手を攻撃したいという感情があるのではなく，罪の

意識があるのです．このことを最後に強調しておき

たいと思うのです．親を殴っている家庭内暴力児が

本当に親を攻撃したいのだと考えるのなら，単純で

素朴過ぎます．親殺し，子殺しが起きていないので，

私が多少お話をすることができるお子さんたちにつ

いてみれば，彼らはみんな申し訳ないという気持ち

を持っています．罪業感です．「親が期待しているほ
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どの自分でなくて申し訳ない.Jというわけです．あ

なた方だってよく考えてみればそう思ったでしょ

う．「こんな私ではだめなのね.J，「父さん，母さん，

本当は私じゃない子が欲しかったんでしょう.Jと．

そして「でもね，そりゃないよ.J，「産んだのはお前

だ．なぜ産んだ.Jと，こうなるのです．私は子ども

の申し訳ないという気持ちを「『申し訳ない』の妄想j

と呼んでいます．こんな自分ではだめだと思い，もっ

と親の期待を読み取ってそれに沿うよう頑張るので

す 今の少子化時代の子どもは親の期待をよく読み

取ってその通りにしようという気持ちが強まってい

ますが，子どもにはそこがつらいのです．それはいつ

か挫折します．親の期待に沿おうといっても，例え

ば，イタリアのベビー服が似合う子になろうという

のや，ブランド校に入ろうというのなどいろいろな

幅があるわけですが，そういう幅の中でどこか親の

期待に背いているという気持ちを持ちやすい．そん

なもの持たなくてもいいのに持たざるを得ないとい

うのが今の子どもたちの一番つらいところだと思い

ます．そして「でも産んだのはお前だ.J，「なぜ産ん

だ.Jの叫ぴが加わるところに，第三の誕生期を迎え

本来ならさみしさとか「離れたくないよjという声

と，「お母さんのケアはうっとうしいからいやだ，離

れたい.Jという二つの衝動があってその中で混乱す

る．この問題が家庭内暴力やら，家庭内ではいい子で

いながら外で攻撃性を表す子や，思春期のさまざま

な行動を起こしていきます．そういうことを前提に

問題のメッセージを読み取るのが私たち精神科医の

仕事だろうと思います．あらゆるメンタルな症状と

いうのは一つのメッセージになっています．それは

自分の，それこそ愛着の対象，すなわちセバレーショ

ンクライをあげたくなる人に向けられているので

す．このメッセージに利他的行為，愛をめぐる行為で

もって応えようとするのが家族のいつものの自然な

動きなんですが，そこにいろんな祖師が生じて，子ど

もの側に過剰な行動の反復が起きるとさまざまな形

で事件になってくるのです．

私としては事件を読み取って，子どもの起こして

いる症状の意味を家族に伝えてあげる通訳の役目を

果たしているのです．またそれと同時に，ご家族が混

乱しますからう二つのポイントを伝えているのです．

一つは，今母と父とその血を分けた子どもからなる

家族の関係の中だけで，そこから起きた問題を解決

するのは無理ですよという当たり前の指摘です あ

なたたちを取り巻く家族をもっと役立てなさいとい

います．つまり親族をですお父さんたちた、ってその

兄弟や，父や母がいるわけでしょう．ところがお嫁さ

んと自分の母親との関係を心配してなるべく母親を

家に寄りつかせないようにします．そして孤立した

3人関係ができてくるわけです．子どもが家庭内暴

力を起こした時などに，その子どもに殴られている

お嫁さんがお姑さんの力を借りられるとよいのです

が．お姑さん，つまり子どもからみればおばあさんで

すが，いくら子どもが大きくなってもおばあさんか

らすれば坊やですから，「どうしたの，坊やJとね．

これ，すごく効くんです．母方の親族がいるのならそ

っちからいってもいいですね

もう一つはコミュニテイの役割です．「うちの子が

暴れる時は，駆け込ませてね.Jといっておける所が

あることが大事．それがいえるような人間関係がで

きていない所が多いのです「ちょと，時々あんたの

とこに駆け込むから頼むわJという関係ができてい

れば，近所のその人がト・ちゃん，どうしたの，お母

さんが逃げてきたけど.Jというように介入していく

と，家庭内暴力の問題というのは非常に効果的に鎮

静するのです．暴れなくなった子どもというのはし

ゃべるようになり，またセバレーションクライをそ

のまま表現するようになりますから，それについて

話すこともできます．親族，ご近所さんが登場する精

神医療は少なくとも半年必要です．以上のようなこ

とを考えながら，現在の家族というものを徐々に見

なおしていく，その形の一端を今日はお伝えしたわ

けです大急ぎで後半いきましたけど，それでも話し

切れませんでごめんなさい．どうもご清聴ありがと

うござし、ました．

座長：斎藤先生，ありがとうござし、ました先生か
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らは家族，あるいは個々の人間が，どういう形で家族

の中での関わりをもって存在しているかということ

を事例を交えてうそして人間の持っている特性を動

物モデルと対比した形で大変分かりやすくお話頂け

たかと思います．ではせっかくの機会でござし、ます

のでう斎藤先生のご講演内容の範囲でフロアからご

発言を頂きたいと思います．

質問者：国立療養所の南ゅうこです.2番の所の，

私が聞き落としたのかもしれないんですけれども，

人間の誕生をめぐる 4つの層のところで，第四の誕

生期のところをすみませんが教えて頂きたいのです

が．

演者．ごめんなさい，いいませんでした．第四の誕

生といったのは，自分が親になって保育すという時

をいいます．人間のフルブルームというか，桜た、った

らつぼみから全開花する時のように，人聞の可能性

の全部が発揮されているのがお母さんであると思う

のです．しかし自分達は産まないよと決めている人

た、っているし，たまたま産めない人た、っているわけ

ですが，それでは第三までしかいかないのですかと

いうことになる．私はそうは思いません．例えば私

は，男だから自分のはおなかからは産めませんが，い

ろいろな人を産んできているつもりです．私と後輩

たちのつながりとか，組織に対して責任を持つとか，

自分の仕事や業績についてとか，しゃべったからに

はちゃんと実行するとかうこういったことを通して

自己責任の保持というのは，子育て感覚と非常に似

ていると思います．こういうように利他主義，人間に

与えられた特性である利他主義をきちっと自分の中

で発揮できてそれに対して責任がとれるような感覚

を持つことが第四の誕生です．ですからそれは子ど

もに限らないんです．女は産むものというような考

え方をしていると私はすぐいわれます．私はフェミ

ニストとのつき合いが結構あって，いつも叱られて

いるのでその点はナーパスになっています．ただ，原

点、は我々も動物であり，いつも動物的な行動に還元

しなければならないので，その原点は産み，育てるこ

とだと思います．

座長：たくさん質問を予定されている方もおあり

かと思いますが，時間の都合でお一人だけにさせて

頂きましたことを，ご了承ください．家族観が非常に

多様化してきている現在であり．ますが，本日は斎藤

先生にその基本となっている部分はどういうような

構造になっているのか，そこで何か家族の中で問題

が発生してくるというのはどういうメカニズムなの

か，どういうプロセスがあるかという部分を丁寧に

お話し頂いたかと思います．私どもの家族看護学会

の課題として，あるいは家族の看護の実践の中で，家

族をどのようにみていくべきであるかという非常に

基本的な部分に関わりのあるご講演を頂きました．

斎藤先生どうもありがとうございました．


